
斜面調査と管理図の作成
－斜面の安定性を評価して対策を検討する－

 斜面災害の危険箇所や検査時の着眼点が把握できます。
 対策工の計画や優先順位を提案します。

新設・既設の鉄道沿線の斜面を調査し、降雨時の崩壊や落石の危険性を示した
斜面管理図を作成します。また、これらの評価結果に基づいた対策をご提案し
ます。

概 要

地盤防災研究室、地質研究室

 
〈スケッチ平面〉 〈スケッチ断面〉

 

　

〈区間概要〉

・○○○……△△△…… ②土側溝の湛水、堆泥状態の確認

④のり肩の沈下、やせ状況の確認
土側溝に堆泥がある（厚さ○○cm）。

不安定な人頭大の転石群がある。

○○k○○m付近右斜面

○○k○○m付近右斜面 雨天時には、沼地周辺の状況について特に注意が必要である。

形態 発生部位
土砂流入

落石

検 査 時 の 着 眼 点

B

総 合 判 定

点 検 概 要 

不安定性に対する判定 A

斜面上部の沼地からの土砂流入の可能性がある。
想定される被災形態

コメント S

延長：　　　　　　　ｍ

B健全度判定 A

有 無

AA

・区間中央付近に沢があり、流水を横断水路ボックスにより
道路側に導いている。

A B C

①斜面上方の沼地と線路までの湧水、
湿地状態の確認

斜面管理マップ No.130

③のり面の転石の安定性の確認

駅間：　　　～ キロ程：　　　　～

変状に対する判定

のり肩の沈下・やせ 線路方向○mにわたって沈下・やせが生じている。

調査日：     年     月     日線名：

特
記
事
項

変 状 コ メ ン ト

不安定性
排水設備の通水不良

湿地帯および湧水箇所

転石

コ メ ン ト

C S

沼地および湿地帯

土側溝（湛水、堆泥）

転石群

のり肩の沈下・やせ

A

A

B

B

C

C

着眼点1

着眼点2

着眼点3

着眼点4

沼倒木

A-A断面

石積み

たて下水

B-B断面

石積み

水路

C-C断面

図３ 簡易動的コーン貫入試験
の実施状況

図２ 新線建設時の斜面の評価結果(斜面管理図)のイメージ

図１ 現地踏査の実施状況

図４ 既設線における斜面の評価結果のイメージ
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